
柴原研究室 研究室紹介 ―超高速大規模FEM解析― 
大阪府立大学大学院 柴原研究室 M1 前田新太郎 

理想化陽解法FEMを用いることで、これまで 
解析出来なかった大規模問題が解析可能に 

理想化陽解法FEMの流れ 

建設機械分野： 
溶接組み立てシミュレーション 

実験結果 解析結果 

節点数:608,394 
要素数:502,308 
溶接線:28本 
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建機構造体・実大モデル 

溶接順序を考慮した 
最適な施工条件が可能 

最終変形時の 

台座部の平面度が問題 

実際の溶接条件を再現し, 
解析結果と実験結果が良好に一致 

船舶海洋分野： 
船舶の建造シミュレーション 

• 船体二重底ブロックを模擬したモデル 
• パーツ数：42  ・溶接線：69本 
•総節点数：550万 (1650万自由度) 
• 総要素数：440万 
• 総荷重ステップ数：20万 

1650万自由度の 
溶接組立解析が可能 

変形解析結果 

過渡応力分布 

溶接変形・残留応力・割れの 

実大構造物の解析が可能 

自動車分野：スポット溶接時の 
適正施工条件の事前予測 

加圧力:3500N
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曲率半径の異なる主電極を使用 

溶接施工条件の最適化により, 

車体の軽量化・製造コストの 
削減・製造工程の短縮が可能 

施工可能範囲 

４枚打ちスポット溶接における 
新溶接法の提案 

日産自動車 
HPより 

◎安価（1打点1円以下） 
◎工程時間が短い 
◎ひずみが少ない 
◎軽量化につながる 

von Mieses相当応力分布 

ルーフパネル

サイドアウターパネル

ルーフサイドレール
ルーフアーチ

短時間・低コストで 
適正施工条件の選定が可能 

実施工における 
材料を想定 
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溶接施工条件の選定 
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施工可能範囲 

造船を支えるテクノロジー 

船造りの特徴 
• 塊をつなぎ合わせるブロック工法 
• 300mクラスの船の全溶接長は50km以上 

大型・複雑な船舶の建造工程へ適用可能な 

大規模構造物の数値解析手法が必要 

船舶の建造工程 
1.生産設計と鋼材発注 

2.水切り 
水切り場にて鋼板納入・ショットブラスト/プライマ 

3.加工 
 切断・線状加熱・プレス 

4.小組み立て・大組み立て 
溶接により小組みを大組みに、 
大組みをブロックに組み立て 

5.ブロック搭載 
 ドックにてブロックを船体に組み立て 

6.進水 

さまざまな学問が造船を支える. 

溶接による変形・割れ発生の事前予測 

施工の効率化・施工技術の安定化に必須 

柴原研究室のアクティビティーが, 

• 日経産業新聞に掲載 

• 大阪府立大学Webマガジンにも掲載 
 http://michitake.osakafu-u.ac.jp/2016/05/09/shibahara/ 

  柴原研究室に興味を持たれた方は,ぜひホームページをチェック 
http://www.marine.osakafu-u.ac.jp/~shibahara/ 

柴原研究室研究成果 
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